公益財団法人福岡県国際交流センターインターンシップ実施要綱（案）

（目的）
第１条　この要綱は、公益財団法人 福岡県国際交流センター（以下「センター」という。）が実施するインター ンシップについて必要な事項を定め、インターンシップ実習生（以下「実習生」という。）の就業意識の向上や国際交流、多文化共生に対する理解を深める機会を提供することを目的とする。
 
（対象者）
第２条　センターにおいて受入を行う実習生は、原則として受入れ時期ごとに２名を限度とし、次のいずれかに該当する者とする。
（１）県内にある大学、短期大学、高等専門学校及び高等学校等（以下「学校等」　という。）に在籍する学生（以下「実習希望者」という。） 
（２）その他、公益財団法人福岡県国際交流センター理事長が適当と認める者

（実習期間）
第３条　
受入時期は原則として、上半期を７月、８月、下半期を２月、３月とし、実習期間は、１週間程度とする。

（実習時間）
第４条　実習時間は、原則として、センター内の実習実施部署の職員の勤務時間に準じるものとする。ただし、必要と認められる場合には、実習時間を変更することができるものとする。

（服務） 
第５条　実習生は、在籍する学校等の身分を保有する。
２　実習生は、実習時間中は専ら所定の実習に従事し、実習目的の達成に努めなければならない。
３  実習生は、実習時間中、センター職員が遵守すべき法令等を遵守し、実習生の指導監督等を担当する職員（以下「実習担当者」という。）の指導、指示等に従わなければならない。
４  実習生は、実習により知り得た情報（公開されているものは除く。）を一切漏らしてはならない。実習終了後においても同様とする。
５  実習生は、実習の成果として論文等を外部に発表する場合には、事前にセンター理事長の承認を得なければならない。
６　実習生は、病気等のため予定されていた実習を受けることができない場合には、あらかじめ実習担当者にその旨連絡しなければならない。やむを得ない場合には、事後速やかに実習担当者にその旨連絡しなければならない。 
７　実習生は、センターの信用を傷つけたり、不名誉となるような行為を行ってはならない。
８　実習生は、来所者に不快な印象を与えることのない服装で実習を受けること。	Comment by 藤野　文子: 1から7に倣って、「～なければならない」という表現に。

（経費等）
[bookmark: _Hlk27492539]第６条　センターは、実習生に対して、報酬・賃金、手当、居住地から実習地までの交通費、食費その他実習に伴ういかなる経済的負担も負わない。 ただし、業務で出張を命ずる場合の交通費はセンターが負担する。

（受入計画の策定及び通知）
第７条　学校等の長は、インターンシップの受け入れを希望する場合は、希望する実習期間の前年度末までにインターンシップ受入申込書（様式第１号）をセンター理事長に提出しなければならない。	Comment by 藤野　文子: 2月~3月実施分については、全年度末までに提出させるのは厳しいかもしれない。
２　センター理事長は、前項に規定する申し込みをもとに各年度のインターンシップ受入計画を策定し、５月末までに各学校等へ通知する。

（受入申請及び決定）
第８条　前条の通知を受けた学校等の長は、インターンシップ受入申請書（様式第３号）に以下の書類を添えて、受け入れを希望する期間の開始から１か月前までにセンター理事長へ提出しなければならない。
（１）実習希望者調書（様式第４号）
（２）協定書（様式第５号）
（３）誓約書（様式第６号）
２　センター理事長は、前項の申請書について内容を審査のうえ、２週間以内に結果を通知する。
３　第１項の学校等の長は、第１項第３号の誓約書の遵守について、実習生に指導を徹底しなければならない。

（センターの役割） 
第９条　センターは実習プログラムを作成し、実習が円滑かつ適切に行われるよう努めなければならない。
 
（実習の中止）
第１０条　センターは、次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、センターは実習を中止することができる。
（１）実習生が第５条の規定による服務義務に従わないなど、信義に反する行為があるとき。
（２）実習を継続することにより、業務に支障が生じ、又はその恐れがあると認められるとき。
（３）その他実習の目的を達成することが困難であると認められるとき。

（事故責任等）
第１１条　実習生が在籍する学校等の長及び実習生は、実習中の事故に備え、傷害保険及び賠償責任保険等に加入し、実習中の事故に関しては、自らの責任において対応しなければならない。
２　実習生が在籍する学校等の長は、実習生が故意又は過失をもって第５条の規定に反する行為により、センター又は第三者に対して損害を与えた場合は、これに対して連帯して責任を負わなければならない。

（その他）
第１２条　この要綱に定めるもののほか、インターンシップに関し必要な事項は、その都度、センターと実習生が在籍する学校等の長が協議の上、定めるものとする。 


	[bookmark: _Hlk29402343]
	

	
	

	
	




	
	

	
	

	
	




（附則） この要綱は、令和元年　月　日から施行する。




（様式第１号）

（様式第１号）
インターンシップ受入申込書

　　年　　月　　日

公益財団法人福岡県国際交流センター　　理事長　殿


学校等の名称
[bookmark: _GoBack]　　　　　　　　　　代表者の職・氏名㊞


公益財団法人福岡県国際交流センターインターンシップ実施要綱第７条の規定に基づき、下記のとおり受け入れを申し込みます。

記


	実施期間受入希望時期
	人数

	夏季（8月1日～9月30日）年　７月　・　８月
	

	春季（2月1日～3月31日）年　２月　・　３月
	



※該当月に丸をつけてください。






（様式第２号）

号
年　　月　　日

学校等の名称
代表者の職・氏名㊞

公益財団法人福岡県国際交流センター　　
理事長　　　　　　　　　　　　　　


○○年度インターンシップ受入計画について


このことについて、公益財団法人福岡県国際交流センターインターンシップ実施要綱第７条の規定に基づき、下記のとおり通知します。


記


	受入予定期間
	人数

	年　７月　・　８月
	

	年　２月　・　３月
	

	
	

	
	

	
	







（様式第３号）

インターンシップ受入申請書

　　年 　月 　日

公益財団法人福岡県国際交流センター　　理事長　殿


学校等の名称
　　　　　　　　　　　　　　　　代表者の職名・氏名㊞

公益財団法人福岡県国際交流センターインターンシップ実施要綱（以下「要綱」という。）第８条の規定に基づき、下記のとおり申請します。
なお、インターンシップの実施に関することについては、要綱の規定を遵守します。

記

１　実習希望者及び希望期間
	実習希望者名
（学部・学科、学年）
	希望期間

	
	

	
	



	
	


※必要に応じて欄を追加してください。
※保険加入状況については加入、未加入の別を記入してください。

２　担当者
　　職・氏名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　連絡先　（TEL:　　　　　　　　　　）（ﾒｰﾙ：　　　　　　　　　　　　　　　　）


(様式第４号)
インターンシップ希望者調書

○ プロフィール 　　　　　　　　　　　　　　　
	

	

	 生年月日
 　　　　　年　　月　　日

	
	

	学科･学部
学年
	

	
	 〒

	

	 自宅：
 携帯：



· ○インターンシップ参加の動機や目標、実習でやりたいこと等を記入してください。
	【参加の動機・目標】




【やりたいこと等】






〇推薦理由（学校等記載欄）
	



※このシートに記載いただいた個人情報は、インターンシップ受入決定及び実習実施のためのみに使用し、これ以外の目的のために使用することはありません。
（様式第５号）

公益財団法人福岡県国際交流センターインターンシップの受入に関する協定書

　公益財団法人福岡県国際交流センター（以下「甲」という｡)と○○○○（以下「乙」という｡)とは、乙に在学する学生（以下「実習生」という。）のインターンシップ受入に関し、次のとおり協定を締結する。

１　趣旨
　　甲は、実習生の就業意識の向上及び県内の国際交流、国際理解及び多文化共生に対する理解を深めることを目的として、別紙実習生名簿掲載者を実習生として受け入れることとする。

２　実習生の氏名等
　　実習生の氏名、実習受け入れ所属、実習期間及び実習場所は別紙実習生名簿のとおりとする。

３　実習生の実習時間
　　実習時間は、原則として、センター内の実習実施部署の職員の勤務時間に準じるものとする。ただし、必要と認められる場合には、実習時間を変更することができるものとする。

４　実習生の服務等
（１）実習生は、実習時間は専ら所定の実習に従事し、実習目的の達成に努めなければならない。
（２）実習生は、実習時間中、甲に勤務する職員が遵守すべき法令等を遵守するとともに、実習生の指導監督等を担当する職員（以下「実習担当者」という。）の指導、指示等に従わなければならない。
（３）実習生は、実習により知り得た情報（ 公開されているものは除く。）を一切漏らしてはならない。実習終了後においても同様とする。
（４）実習生は、学習の成果として論文等を外部に発表等をする場合には、事前に　  甲の承認を得なければならない。
（５）実習生は、病気等のため予定されていた実習を受けることができない場合は、あらかじめ実習担当者にその旨連絡しなければならない。やむを得ない場合　  には、事後速やかに実習担当者にその旨連絡しなければならない。
（６）実習生は、センターの信用を傷つけたり、不名誉となるような行為を行ってはならない。
（７）実習生は、来所者に不快な印象を与えることのない服装で実習を受けること。	Comment by 藤野　文子: 5条8項に同じ

５　経費等	Comment by 藤野　文子: 6条に同じ。
　　甲は、実習生に対して、報酬・賃金、手当、居住地から実習地までの交通費、食費その他実習に伴ういかなる経済的負担も負わない。ただし、業務で出張を命ずる場合の交通費はセンターが負担する。

６　実習の中止
　　甲は、次の各号のいずれかに該当することを認めるときは、甲は実習を中止することができる。この場合、甲は乙にその旨通知するものとする。
（１）実習生が要綱第５条の規定による服務義務に従わないなど、信義に反する行為があるとき。
（２）実習を継続することにより、業務に支障が生じ、又はそのおそれがあるとき。
（３）その他実習の目的を達成することが困難であると認められるとき。

７  実習中における事故責任等
（１）実習生は、実習中の事故に備え、傷害保険及び賠償責任保険に加入し、実習中の事故に関しては、自らの責任において対応しなければならない。
（２）乙及び実習生は、実習生が故意又は過失をもって要綱第５条の規定に反する行為により、甲又は第三者に対して損害を与えた場合は、これらに対して連帯して責任を負わなければならない。

８　その他
　　この協定に定めのない事項及びこの協定に関し疑義を生じた事項については、甲乙協議のうえ定めるものとする。

　この協定の証として、本書２通を作成し、当事者記名押印の上、各１通を保有するものとする。

　　　　　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　甲　福岡県福岡市中央区天神１丁目１番１号
　　　　　　　　　　　　公益財団法人　福岡県国際交流センター
　　　　　　　　　　　　　　　理事長　　藤　永　憲　一

　　　 　　　　　　　　乙
（様式第５号別紙）

実習生名簿

	順
位
	氏名
	国籍
	学部
	学科
	課程
	学年
	備考

	例
	山田　花子
	中国
	○○学部
	○○学科
	学部
	４年
	

	１
	
	
	
	
	
	
	

	２
	
	
	
	
	
	
	

	３
	
	
	
	
	
	
	

	４
	
	
	
	
	
	
	







（様式第６号）
誓 約 書

　 年　　月　　日

公益財団法人　福岡県国際交流センター理事長　殿

　　　　　　　　　　　　　　 　　　（機関等）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学部名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学科名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　 　　　 ㊞

　私は、インターンシップ実習生として公益財団法人福岡県国際交流センター（以下「センター」という。）において実習を受けるにあたり、下記のとおり遵守することを誓います。

記

１　実習中は専ら所定の実習に従事し、実習目的の達成に努めます。

２　実習期間中は、センターの職員が遵守すべき法令等を遵守するとともに、実習担当職員の指導、指示に従います。

３　実習により知り得た情報（ 公開されているものを除く。）は一切漏らしません。実習終了後においても同様とします。	Comment by 藤野　文子: 前述のとおり

４　実習の成果として論文等の外部への発表に際しては、事前にセンターの承認を得ます。

５　事柄に反する行為をした場合は、センター及び損害を与えた第三者に対して自ら責任を負います。また、





